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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　色素性網膜炎または緑内障誘発性視神経変性の治療のための、Ａ／Ｂ－ｃｉｓフロスタ
ン、フロステン、スピロスタン及びスピロステンステロイド性サポゲニン及びそのエステ
ル、エーテル、ケトン及びグリコシル化型から選択され、恒常性を制御した状態で非毒性
態様の対象の天然ＮＦｓを調整することによって、対象の神経栄養因子ＢＤＮＦとＧＤＮ
Ｆの自己制御恒常性を誘発する薬剤。
【請求項２】
　請求項１に記載の薬剤において、前記薬剤が、サルササポゲニン、スミラゲニン、エピ
サルササポゲニン、エピスミラゲニン、チモサポニンＢＩＩ、メタゲニン、サモゲニン、
ジオチゲニン、イソジオチゲニン、テクソゲニン、ヨノゲニン、メクソゲニン、及びマル
コゲニン、及びこれらの対応するエステル、エーテル、ケトン、及びサポニン（グリコシ
ル化）型から選択されることを特徴とする薬剤。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の薬剤において、前記薬剤が、サルササポゲニン、スミラゲニン
、及びこれらの対応するエステル、エーテル、ケトン、及びサポニン（グリコシル化）型
から選択されることを特徴とする薬剤。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか１項に記載の薬剤において、前記薬剤がサルササポニゲンお
よびスミラゲニンから選択されることを特徴とする薬剤。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１項に記載の薬剤において、前記一又はそれ以上の薬剤が、
代謝アジュバント、ケトンの本体レベルを上げる化合物（ケト原生化合物）、トリカルボ
キシル酸（ＴＣＡ）サイクル中間体、インビボでＴＣＡ中間体に変換可能な化合物、エネ
ルギィ強化化合物、及びこれらの混合物から選択された一又はそれ以上の補助薬剤と共に
使用されることを特徴とする薬剤。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか１項に記載の薬剤において、前記一又はそれ以上の薬剤が、
当該薬剤と、例えば医薬組成物（薬剤）、フードスタッフ、フードサプリメント、又は飲
料（例えば、炭酸入り飲料）、又は、化粧品、眼又は皮膚（皮膚科）組成物などの局所組
成物といった、適宜の好適な追加成分を含む組成物において投与されることを特徴とする
薬剤。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか１項に記載の薬剤において、前記一又はそれ以上の薬剤が、
一又はそれ以上の可溶化剤及び／又は懸濁化剤及び／又は分散化剤を伴う組成物中に存在
しており、前記薬剤が前記組成物中の、例えば、中鎖トリグリセリド（ＭＣＴｓ）又は中
鎖脂肪酸（ＭＣＦＡｓ）などの、溶液、又は、懸濁液、又は分散液中に維持されているこ
とを特徴とする薬剤。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれか１項に記載の薬剤において、前記薬剤が経口投与されること
を特徴とする薬剤。
【請求項９】
　請求項１乃至７のいずれか１項に記載の薬剤において、前記薬剤が局所投与されること
を特徴とする薬剤。


	header
	written-amendment

